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→ 子どもたちの実態に合った を組み立ててみましょう。
→ を使った で、情報を確実に中学校に伝えましょう。



中学校の先生たちから「休み明けや高原学校の後に登校しぶりがでる」
「女子は友人関係でつまずく」などの言葉がよく聞かれます。調査の結果、

中学なやみさんこれらが正しいことが分かりました。くわしく説明したいと思います。

○ まず、左のグラフをご覧ください。
、『 』『 』入学直後に感じる は 成績 部活

などが極端に多いのが分かります。これが小・中
の違いに驚き戸惑う子どもが感じる
です。多くの中1は自力で乗り越えますが、中学
校生活の中核を占めるこれらを乗り越えられない
子どもは、やはり中1不登校になりやすいと考え
られます。
○ 次に では、他項目と違い『友
達 『学習』だけが増加しています。ここから、』
学校には慣れたものの乗り越えられない問題を抱

の存在が読み取れえた子どもが感じる
自力で解決できない問題を増大させているます。

可能性があり、中１不登校に最もなりやすい状態
といえるでしょう。

○ さらに、アンケートで
と答えた子どもは 。つまり、

約２割の中１が を感じていること
になります。

○ 右のグラフをご覧下さい。
解決できなかった内容を見ると、男子は

『テスト 『成績 、女子は『先輩 『友達』』 』 』
で、男女差が表れています。
ここから 支援方針が見えてきませんか？、

○ 学習方法やテストなどについての理解を。 → の実施
○ 教室や部活でも積極的な人間関係づくりを。→ などの実施
○ 「とまどいの壁」対策は 「なやみの壁」を低くすることにつながります。、

→ は、入学前・入学後の しましょう。
→ を使った小・中情報交換会で、小学校からの情報を活用しましょう。


